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アプリケーションプログラムの処理時間増大に伴い，プログラムを複数のタス
クに分割して並列実行させ，高速化を実現する並列処理が必要不可欠となった．
タスク分割の粒度として，1つの算術代入文をタスクとした細粒度タスク，ループ
の1イタレーションをタスクとした中粒度タスク，ループ等の基本ブロックをタス
クとした粗粒度タスクが考えられる．粗粒度タスクに注目してプログラムを並列
実行することを粗粒度並列処理という． 
粗粒度並列処理について，Fortranプログラムに対する並列性検出手法及び実行
方式が提案された．さらに同方式を利用して，OpenMPを用いた粗粒度タスク並列
実行方式が提案された．また，OpenMPを用いた粗粒度並列実行方式を実際にコン
パイラに組み込み，粗粒度並列化コンパイラCoCo(Coins based coarse grain 
parallelizing compiler)が開発された．CoCoはC言語の逐次プログラムを入力と
し，SMP型並列計算機上で粗粒度並列処理を行う並列プログラムを自動生成する．
しかし，CoCoはプログラムの1階層のみしか並列化することができず，プログラム
が持つ多階層並列性を抽出することはできなかった． 
本論文では，粗粒度並列化コンパイラCoCoが，プログラムが持つ多階層並列性
を抽出することができない問題を解決することを目的し，解決方法として階層的
マクロタスクの実行方式を提案する．また，同方式の実装方法として，単一スケ
ジューラを用いてプログラムを制御するシングルスケジューラ方式，複数のスケ
ジューラを用いてプログラムを制御するマルチスケジューラ方式の2つを提案す
る．本論文では，マルチスケジューラ方式を採用し，階層的マクロタスクの実行
方式をCoCoに実装した．マルチスケジューラ方式では，各サブルーチンにおいて，
作成するスレッド数をあらかじめ指定しなければならない．スレッドの指定方法
をどうすべきかを，同じ粒度のマクロタスクを持つプログラムと，異なる粒度の
マクロタスクを持つプログラムの2種類のプログラムを用いて検討した．また，SMP
型並列計算機上で階層的マクロタスクの実行方式の評価を行い，有効性を確認し
た． 
 
